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★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 

1. 最近の検査命令における実施項目       (2019年 12月上旬) 

通知 対象食品(含加工食品) 検査項目 区分 備考、参照 URL 

12/5 
ベトナム産 

赤とうがらし 
プロピコナゾール 追加 

https://www.mhlw.go.jp/content/11130500/000573811.pdf 

（基準値 0.01 mg/kg-ppm) 

 

2．モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％)  

     （2019年 12 月上旬～中旬） 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

12/5 ベトナム産えび スルファジファン 引下げ 
https://www.mhlw.go.jp/content/11130500/000573853.pdf 

(基準値 0.01 mg/kg-ppm) 

12/5 中国産おくら ヘキサコナゾール 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11130500/000573853.pdf 

(基準値 0.01 mg/kg-ppm) 

12/17 

マレーシア産 

ゆり科野菜 

（ネギ属の野菜で、

にんにくとにらを

掛け合わせたもの

に限る。） 

クロルピリホス 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11130500/000577633.pdf 

(基準値 0.01 mg/kg-ppm) 

 

3. タイ産品の輸入違反事例                        （2019年 12月上旬） 

日付 品名 違反内容 基準 検査の種類 

12/4 

その他の粉末清涼飲料

(BUTTERFLY PEA EXTRACT 

POWDER) 

成分規格不適合 

（細菌数 6.2×10⁴ /g、  

大腸菌群 陽性） 

細菌数：3,000 以下/g 

大腸菌群：陰性 
自主検査 

12/4 豆乳 
成分規格不適合 

（大腸菌群 陽性） 
陰性 自主検査 

★ 欧州食品安全機関（EFSA）オクラトキシン Aに関するパブリックコメントを募集 

欧州食品安全機関（EFSA：European Food Safety Authority）は、食品中のオクラトキシン A（OTA）

（ペニシリウム属やアスペルギルス属などの菌類により天然に産生されるマイコトキシン）の存在に関

連した公衆衛生リスクについての科学的意見について、関係者からのフィードバックを求めています。 

OTA は、穀類及び穀類製品、保存肉、生鮮及び乾燥果実など様々な食品に含まれており、母乳からも検

出されます。EFSA は 2006 年にも食品中の OTA に関する公衆衛生リスクを評価しており、専門家は、 

OTA は腎臓に蓄積し、この器官に特に有毒だと結論づけています。ラットでの実験においては高用量の 

OTA は腎臓腫瘍も引き起こすことが証明されています。また、研究により遺伝毒性と発がん性の恐れが

あることも示唆されています。 

またドイツ連邦リスクアセスメント研究所（BfR）の消費者調査によると、ドイツの消費者のマイコト

キシンによる健康被害への懸念がこれまでに比べて高まっていると公表しています。日本だけでなく、

欧州地域においてもマイコトキシンへの関心が高まっているようです。 
EFSA Public consultation: Ochratoxin :https://www.efsa.europa.eu/en/news/public-consultation-ochratoxin 

BfR An increased number of people are worried about mycotoxins in food: 
https://www.bfr.bund.de/en/press_information/2019/44/an_increased_number_of_people 

_are_worried_about_mycotoxins_in_food-243236.html 

※次号の OMIC Food Safety Newsletter No.496の発行は、2020年 1月 17 日とさせて頂きます。 
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